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追跡調査とは？追跡調査とは？

NEDOプロジェクト終了後の成果の広がりを把握するため、中心的な役割を果たした
参加機関(企業を中心)を対象として、プロジェクト終了後6年間の追跡調査を実施。

①マネジメント①マネジメントの改善の改善 ②技術②技術開発戦略への開発戦略への反映反映 ③国民に対する説明責任③国民に対する説明責任①マネジメント①マネジメントの改善の改善 ②技術②技術開発戦略への開発戦略への反映反映 ③国民に対する説明責任③国民に対する説明責任

簡易追跡調査簡易追跡調査 詳細追跡調査詳細追跡調査 追跡評価追跡評価 ①①NEDONEDO成果の成果のPRPR終了直後調査終了直後調査 簡易追跡調査簡易追跡調査 詳細追跡調査詳細追跡調査 追跡評価追跡評価

方法：NEDO運営会議
追跡分科会

①① 成果の成果の

・実用化事例のHP掲載
・実用化ドキュメント
・短期的アウトカム
・各種委員会資料開示

終了直後調査終了直後調査

状況の把握 原因の把握原因の把握終了時の把握 効果や改善点の把握

②マネジメント向上②マネジメント向上

NEDO内で教訓を共有

対象：継続企業
期間：5年間
頻度：隔年度

（1,3,5年後の
状況を調査）

対象：上市・製品 化
した企業、

継続的な取組を
中止した企業

追跡分科会

観点： 国民への説明責任/
運営管理の見直し/技
術開発戦略への反映

対象:企業、大学等
時期：プロジェクト

終了時

方法：アンケート

②、③内部ディスカ②、③内部ディスカ

・NEDO内で教訓を共有
・運営管理の見直し
（マネジメントの改善、戦略
的事前評価の充実）

・アクションチェックの改善

状況を調査）

方法：アンケート

内容：
続 有

方法：アンケート、
必要に応じて
ヒアリング

内容

方法：アンケ ト

内容：内容：
・・PJPJの振り返りの振り返り
・・参加意識の変化参加意識の変化
継続的な取り組み継続的な取り組み ッションツールッションツール

・アンケートの定量解析
(分野毎、カテゴリー等)
・上市/製品化、中止/
中断 分析

③アウトカム調査③アウトカム調査

・特定分野のアウトカム調査

・継続の有無

・現状把握（研究、
技術開発、製品化、

上市段階)の確認
・特許、論文等

内容：
・詳細な成果の把

握（上市・製品化事
例、派生技術、標準
化等）

実用化 中止に

・・継続的な取り組み継続的な取り組み
・・成果の状況成果の状況
・・社内の位置付け社内の位置付け
・・波及効果波及効果
・・マネジメントマネジメント

中断の分析
・各部フィードバック
・マネジメント研修

・特定分野のアウトカム調査
・NEDOインサイド調査等
へフィードバック

・実用化、中止に
至った経緯
・教訓

・・上市上市・・製品化予定製品化予定
等等
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追跡調査の方法追跡調査の方法

アンケート ヒアリング

翌年度の
アンケートに反映

ギャップを近づける
分析分析 分析分析

ン 反映

マネジメントにフィードバックマネジメントにフィードバック
3



追跡調査と成果物の関係追跡調査と成果物の関係

追跡調査

簡易・詳細追跡調査

追跡調査

終了
直後

簡易・詳細調査

2年目調査 4年目調査 5年目調査

追跡調査期間

年目調査 年目調査 年目調査

プロジェクト期間プロジェクト期間 追跡調査期間

事前評価事前評価 中間評価中間評価 事後評価事後評価

プ ジ クト期間プ ジ クト期間

社内での実用化
に向けた活動

事前評価事前評価 中間評価中間評価 事後評価事後評価

失敗/中断
事例研究

上市/製品化
事例研究

継続/非継続
の調査

実用化
ドキュメント

アンケート分析
/ヒアリング

NEDO
インサイド製品

短期的
アウトカム事例

4PJ後：現実

・技術課題克服
・スピードアップ
・資金確保

・リスク分散

ネ トワ ク形成

非実施／実施 ＜判断項目＞

コスト課題克服 プレゼンス
技術獲得 事業化シナリオ
主導者

事業化・上市

非実施

プロジェクト期間 ロジスティック回帰分析

1. 技術課題の克服
2. コスト課題の克服
3. 共同研究による技術獲得
4. スピードアップ
5. ネットワーク形成
6. リスク分散
7. 資金確保
8. 人材育成
9. 標準化促進
10. プレゼンス向上

5年間

・ネットワーク形成
・コスト課題克服
・技術獲得

上市／中断

＜判断項目＞

市場動向調査

特許動向調査
技術動向調査

非実施

中断

重回帰分析

・技術課題克服
・スピードアップ
・標準化

・資金確保

・コスト課題克服
・技術獲得

PJ前：期待
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平成平成2525年度追跡アンケートの回収状況年度追跡アンケートの回収状況
●事前●事前準備調査準備調査の対象・回収状況

事前準備調査で非継

続が判明した企業、及び

簡易追跡調査で新たに

対象 状況
企業 大学 独法

その
他

計

H24年 送付数 198 144 29 24 395
詳細追跡調査詳細追跡調査の回収状況

簡易追跡調査で新たに

上市・製品化、実施後中

止が判明した企業を対

象に、詳細追跡調査を

H24年
度終了
17PJ

回収数 193 125 26 23 367

回収率 97% 87% 90% 96% 93%

簡易追跡調査簡易追跡調査の対象・回収状況（9/18時点）

調査票種
別

状況 企業

詳細上市
送付数 55

実施。

対象 状況
企業 大学 独法 その他 計

H19年度
送付数 54 8 3 2 67

簡易追跡調査簡易追跡調査の対象 回収状況（9/18時点） 詳細上市・
製品化

回収数 55
回収率 100%
送付数 32

事前準備調査票
回収数（企業）H19年度

終了
15PJ

回収数 54 8 3 2 67

回収率 100% 100% 100% 100% 100%

H21年度 送付数 89 17 9 - 115

詳細中止 回収数 31
回収率 97%
送付数 36

内
訳

非継続 36

継続 157

H21年度
終了
23PJ

回収数 88 14 9 - 111
回収率 99% 82% 100% -

H23年度
送付数 141 101 34 19 295

詳細非継
続

送付数 36
回収数 35
回収率 97%

簡易追跡調査票
回収数（企業）

内

上市・製品化 55
H23年度
終了
18PJ

送付数 141 101 34 19 295

回収数 139 95 31 19 284

回収率 99% 94% 91% 100% 97%

送付数 284 126 46 21 477

計

送付数 123
回収数 121
回収率 98%

内
訳

中止 32

継続中 194

合計
56PJ

送付数 284 126 46 21 477

回収数 281 117 43 21 462

回収率 99% 93% 93% 100% 97% 5



平成平成2525年度年度 終了直後終了直後調査プロジェクトの継続率調査プロジェクトの継続率
プロジェクト名 N数 継続実施 非継続 継続率分野名 プ ジ クト名 N数 継続実施 非継続 継続率

固体酸化物形燃料電池システム要素技術開発 4 4 0 100%
水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発 30 28 2 93%
水素先端科学基礎研究事業 3 3 0 100%
新エネルギー分野 37 35 2 95%
エネルギ ＩＴＳ推進事業 11 6 5 55%

分野名

新エネルギー

エネルギーＩＴＳ推進事業 11 6 5 55%
グリーンネットワーク・システム技術研究開発プロジェクト（グリーンＩＴプロジェクト） 12 11 1 92%
革新的ガラス溶融プロセス技術開発 2 2 0 100%
超電導技術開発／イットリウム系超電導電力機器技術開発 8 7 1 88%
省エネルギー分野 33 26 7 79%

プ

エネル

ギー 省エネルギー

環境調和型製鉄プロセス技術開発 9 7 2 78%
環境分野 9 7 2 78%

小計 79 68 11 86%
ゲノム創薬加速化支援バイオ基盤技術開発／有用天然化合物の安定的な生産技術
開発

5 4 1 80%

ゲノム創薬加速化支援バイオ基盤技術開発／創薬加速に向けたタンパク質構造解析

環境

バイオテクノロ
ゲノム創薬加速化支援バイオ基盤技術開発／創薬加速に向けたタンパク質構造解析
基盤技術開発

13 9 4 69%

バイオテクノロジー・医療技術分野 18 13 5 72%
異分野融合型次世代デバイス製造技術開発プロジェクト 15 14 1 93%
環境適応型小型航空機用エンジン研究開発 3 2 1 67%
技術開発推進分野 18 16 2 89%

バイオテクノロ
ジー・医療技術

機械･航空分野
技術開発推進分野 18 16 2 89%
サステナブルハイパーコンポジット技術の開発 8 8 0 100%
極低電力回路・システム技術開発 (グリーンITプロジェクト) 14 13 1 93%
高速不揮発メモリ機能技術開発 2 2 0 100%
次世代照明等の実現に向けた窒化物半導体等基盤技術開発／ナノエレクトロニクス
半導体新材料 新構造技術開発

6 5 1 83%

産業

技術

半導体新材料・新構造技術開発
6 5 1 83%

次世代大型有機ＥＬディスプレイ基盤技術の開発（グリーンＩＴプロジェクト) 8 7 1 88%
超高密度ナノビット磁気記録技術の開発 （グリーンＩＴプロジェクト） 5 5 0 100%
低炭素社会を実現する次世代パワーエレクトロニクスプロジェクト／次世代パワーエ
レクトロニクス技術開発（グリーンITプロジェクト）

5 5 0 100%

立体構造新機能集積回路（ドリ ムチ プ）技術開発 21 11 10 52%

電子・材料・ナノ
テクノロジー

立体構造新機能集積回路（ドリームチップ）技術開発 21 11 10 52%
電子・材料・ナノテクノロジー分野 69 56 13 81%

小計 105 85 20 81%
合計 184 153 31 83%6



分 別 継続率全体 継続率

★★プロジェクト終了後、社内でプロジェクト終了後、社内で継続的な研究開発・実用化活動等について？継続的な研究開発・実用化活動等について？

分野別：継続率全体：継続率

79%

95%

21%

5%

省エネルギー

新エネルギー

(n=37)

17%

78%

79%

22%

21%

環 境

（n=9)

省エネルギ

（n=33）83%

89%

72%

11%

28%

機械・航空
(n=18)

バイオテクノロジー

医療技術 (n=18)
N=184

中止：中断：不明＝42 ： 55 ： 3

＜参考＞平成24年度：継続率
81% 19%

全

電子・材料・ナノ
テクノロジー（n=69)

(n=18)

83% 17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
（n=184)

81%

19%

N=165 ■継続 ■非継続
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★競争力ポジションに関する調査の実施、実施時期について？★競争力ポジションに関する調査の実施、実施時期について？

競争力ポジショニングの

技術競争力
・品質 38%

73%

55%

25%

7%

2%
非継続

継続

競争力ポジショニングの
調査は実施したか？製造コストと

製造技術･
量産性 3%

32%

83%

60%

14%

8%

非継続

継続

継続実施 非継続
ユーザー獲得、
市場獲得 14%

45%

76%

46% 1%

10%

8%

非継続

継続

継続実施 非継続

提案前提案前 31%31% 25%25%
採択直後 8% 0%

中盤 23% 0%
技術開発の
進展段階 29%

69%

60%

27%

11%

4%

非継続

継続

中盤 23% 0%
後半 14% 4%

終了後 14% 4%

特許競争力
14%

41%

69%

53% 1%
17%

5%

非継続

継続

実施なし 55% 68%

総合的判断
34%

70%

52%

25%

14%

5% 継続:N=149～151

非継続:N=28～29非継続

継続

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■上がった ■変わらない ■下がった ■不明 8



大学との連携 企業との連携

★★大学や企業との連携は役立ちましたか、どのような観点か？大学や企業との連携は役立ちましたか、どのような観点か？

44% 47% 6% 3%

非継続

継続実施
(n=137) 38% 44% 12%6%継続実施

(n=145)

42%

32%

48%

52%

8%

16%

2%全体
(n=168)

非継続
(n=31)

35%

18%

45%

47%

12%

14%

8%

21%

全体
(n 173)

非継続
(n=28)

■大いに役立った ■役立った ■やや役立った ■役立たなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=168)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(n=173)

63%

57%

56%
59%

66%

デ タ取得や解析方法

研究方針・方向性

メカニズム解明・分析

56%

52%

35%

49%

51%

メカニズム解明・分析

データ取得や解析方法

研究方針・方向性

13%

23%

67%

5%

12%
32%

生産プロセス

社内への説明・説得

文献などの情報収集

データ取得や解析方法

16%

24%

20%

17%

17%

18%

35%

生産プロセス

文献などの情報収集

社内への説明・説得

メカニズム解明・分析

0%

7%

3%

1%

3%

4%

コスト課題の解決

原料転換

顧客への説明・説得

生産プロセス

0%

12%

8%

3%

10%

10%

17%

原料転換

顧客への説明・説得

コスト課題の解決

生産プロセス

■継続実施

0%
0%

4%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

コスト課題の解決

12%

4%
6%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

原料転換

■非継続

9



★★プロジェクト実施期間中にプロジェクト実施期間中に取得できた実験データの量取得できた実験データの量は、次のうちどれですか？は、次のうちどれですか？

33%

36%

59%

57%

4%

7%

製品化段階

上市段階
(n=14)

28% 56% 13%3%継続
（n=152)

26%

33%

59%

59%

13%

4%

2%

4%

開発段階
(n=86)

製品化段階

(n=27)

14% 51% 28% 7%非継続
（n=29)

22% 48% 27% 3%

中止 中断

研究段階
(n=37)

(n=86)

26% 56% 15% 3%全体
（n=181)

50%

13%

50%

47% 27% 13%

未回答
(n=2)

中止・中断
(n=15)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26% 56% 15% 3%全体
(n=181)

(n=2)

■非常に多くのデータを取得できた ■多くのデータを取得できた

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■非常に多くのデータを取得できた ■多くのデータを取得できた

■通常の企業活動と同程度のデータを取得できた ■少なめのデータしか取得できなかった
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78%要素技術の深耕

★★プロジェクト終了時点までにプロジェクト終了時点までにほぼ完成している項目ほぼ完成している項目と、と、
今後、明らかにすべき項目今後、明らかにすべき項目は、次のうちどれですか。は、次のうちどれですか。

現段階で必要とされるNEDOの
サポートは？【複数回答】

39%
13%

22%

13%

15%

26%

27%

78%

工業化開発・製品化

知財の取得

開発技術のパッケージ化

要素技術の深耕

4%

35%

15%

39%

10%

14%

15%
15%

共同研究先の意向

応用開発段階での検討

技術競争力

開発段階での検討

19%

27%

25%

32%

34%

市場動向の情報収集

技術課題克服

の支援

追加資金に係る情報

17%

16%

43%
4%

5%

7%
9%

法規制への対応

事業部門の積極的な関与

市場性の見極め

共同研究先の意向

15%

23%

19%

21%

25%

標準化活動

法規制に係る

対応支援

市場動向の情報収集

への支援

17%

51%

7%

17%

3%

3%
5%

新規事業開

コスト競争力

既存事業の強化

法規

38%

19%

18%

18%

19%

パイロット規模の

必要ない

標準化活動

への支援

28%

33%

17%

17%

2%

2%

3%

ユーザー評価

生産技術（収率・設備等）

戦略的な標準化への取組み

4%

8%

8%

2%

10%

18%

事業化に際し金融機関

から 借入れ「認定制度

情報発信の場の提供

生産技術開発支援

14%

36%

12%

3%

1%

1%

2%

グローバルな展開を進めうる
製造・販売体制の構築

長期信頼性に関わる実績つくり

既存事業周辺での新製品開発

4%

4%
3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他

からの借入れ「認定制度」

1%
3%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

■継続(N=146) ■非継続（N=26）

■ほぼ完成している項目(N=176) ■今後明らかにするべき項目（N=180） 11



今後、克服すべき技術的課題の内容【複数回答】技術的課題の克服に寄与した要因【複数回答】

★技術課題の克服：ができた要因★技術課題の克服：ができた要因、今後の課題について？、今後の課題について？

34%
47%

49%新規アイデア

42%

50%

54%

62%

性能の信頼性

コスト低減化技術

17%

52%

34%

38%

47%

新規設備の導入

メカニズムの解明

4%

15%

42%

25%

50%

評価技術

量産化に対する生産プロセス技術

性能の信頼性

55%

41%

13%

30%

34%

共通基盤技術の共有化

連携先からのアイデア

連携先の先端技術

12%

12%

4%

19%

20%

法規制に対応する技術

競合他社技術を上回る技術

7%

3%

14%

9%

10%

社内他部門のサポート

社内資源の拡大

共通基盤技術の共有化

15%

50%

12%

13%

16%

製品加工技術

要素技術（プロジェクト目標）

7%

7%

7%

5%

7%

大規模フィールド試験

システム設計の見直し

社内他部門のサポ ト

0%

12%

7%

8%

組立て技術

データ解析技術

7%

3%

7%

4%

4%

その他

別テーマの保有技術

4%

12%
3%

6%

障害（問題）となる知財を回避…

分析技術
■継続(N=151)

■非継続（N=29）
■継続 (N=149)

■非継続（N=26）

0% 20% 40% 60% 8%
8%

0% 20% 40% 60%

その他

■非継続（N 26）

12



リスク検討の内容【複数回答】 実際に発生したリスクは何ですか 【複数回答】

★リスク検討に関する問いかけ？

23%

69%
49%

80%

市場動向の変化

研究開発リスク

33%
13%

8%

10%
12%

21%

27%

予定していた技術課題の解決
が未達成

リスクは発生しなかった

予想外の課題が発生

15%

46%
23%

13%

20%

37%

法務リスク

情報リスク

製品リスク

8%

4%

13%

11%

13%

10%

10%

予算の縮小

ユーザーニーズの変化

法令、規制の壁

予定していた技術獲得が不調

0%

0%

0%

4%

6%

10%

自然災害リスク

カントリーリスク

経営リスク

法務リスク

4%

8%

8%

9%

9%

9%
11%

競合他社の出現

自然災害

市場価格の下落

NEDO予算の縮小

■継続(N=115)

0%

0%

0%

3%

1%

4%

その他

財務リスク

自然災害リスク

8%

17%

21%
0%

5%
6%

6%
%

マーケットの縮小

景気変動

経営方針の転換

競合他社の出現■継続(N=115)

■非継続（N=13）

【用語説明】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4%

4%

4%

8%

2%
3%

3%

4%

為替変動

原料調達が困難

財務状況の悪化

製品リスク：原料等の調達先確保、市場優位性など

情報リスク：情報漏洩など

法務リスク：規格・規制変更、関連法令等の改廃など

経営リスク：買収・事業承継など 0%

4%

8%

0%

2%

2%

2%

情報漏洩

ユーザーニーズが存在しな
かった

キーパーソンの離脱
■継続(N=126)

■非継続（N=24）

カントリーリスク：輸出入先など対象国の政治・法律

などの変化

財務リスク：為替レートの変化など
0%
0%

6%

0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

その他

カントリーリスク

13



【中間評価での指摘事項がその後

★★中間評価の影響、欲しかったアドバイスについて？中間評価の影響、欲しかったアドバイスについて？

【中間評価での指摘事項がその後

のプロジェクトに及ぼす影響】
【中間評価で欲しかった指摘や提言】

41%技 向

60%
57%目標達成度

の向上

28%

23%

37%

41%

技術・コスト課題
克服のアイデア

周辺技術動向
の情報

19%

23%ほとんど

なかった
49%

28%

33%技術の進展予測

克服のアイデア

18%
18%競争優位性

の強化 23%

16%

16%

メカニズム解明の

計画の変更・追加

9%

7%

1%
予期せぬ成果

が得られた

1%

19%

1%中止の勧告

解明
アイデア・ヒント

9%
7%

0% 20% 40% 60%

その他

6%
9%

0% 20% 40% 60%

その他

0% 20% 40% 60%

■企業(N=150) ■大学（N=120）

0% 20% 40% 60%

■企業(N=138) ■大学（N=108）

14



NEDO投入費用 売り上げ実績
将来の

「「 NEDONEDOインサイドインサイド7070製品」製品」の売上実績・予測の売上実績・予測

単年度
平均研究開発費

累積
研究開発費

直近単年度
（2010年）

最近5年間
の累積

太陽光発電 58 1 735 15 800 46 400 219 400
(単位：億円)

NEDO投入費用 売り上げ実績
将来の

売り上げ見通し
(201１～20年の累積)

太陽光発電 58 1,735 15,800 46,400 219,400
風力発電 4 85 2,600 7,300 41,100

ガスタービン 35 532 2,600 11,900 40,100
家庭用HP給湯器 12 154 3,400 16,000 38,500家庭用HP給湯器 12 154 3,400 16,000 38,500
家庭用燃料電池 49 880 120 300 11,600

ブルーレイ関連製品 12 61 5,100 14,500 51,500
半導体関連部品　 35 280 500 1,700 65,000

MEMS 18 250 400 1,200 6,700
高性能セラミックス 5 123 100 110 10,500
高性能工業炉 11 80 20 400 1,100
廃棄物発電 10 100 200 1 500 2 500廃棄物発電 10 100 200 1,500 2,500

水処理（膜分離等） 19 118 400 1,300 6,000
バイオ顕微鏡 20 98 100 90 1,200

その他 － 1 913 9 460 40 100 196 000その他 1,913 9,460 40,100 196,000
合計 － 6,409 40,800 142,800 691,200

市場創出の先駆者 国際競争力のブースター 幅広い分野の底上げ 環境･エネルギー課題解決 安全・安心･快適な生活実現

15参考)萬木等：研究・技術計画学会(2013年11月 政策大学院大学), M.YAMASHITA,  etc.,  Research Evaluation,2013.Oct, in press.

「その他」：ロボット、大型ディスプレイ、廃棄物発電、真空断熱材、フロン破壊、HDドライブ、半導体製造技術、ＣＮＧ自動車、エコセメント、ＭＥＭＳ、体脂肪計、
半導体接着技術、ナノイー応用製品、X線CT診断装置、省エネ型建機、電子材料用絶縁材料、産業用ヒートポンプ、省エネ複写機、氷蓄熱システム、
サルファーフリー軽油、糖鎖微量迅速解析システム、高機能・信頼性サーバー、超伝導材料、ストーカー炉、光触媒等



【太陽光発電】 【家庭用燃料電池】 【家庭用ヒ トポンプ給湯器】

イノベーションを起こしたと考えられる製品事例イノベーションを起こしたと考えられる製品事例

●太陽光発電(P 1(P 1 P 4)P 4)

【太陽光発電】 【家庭用燃料電池】 【家庭用ヒートポンプ給湯器】

●太陽光発電(P.1(P.1--P.4)P.4)

・30年で様々な種類の太陽電池を開発
・一般家庭と電力系統の連系を実証

・規制緩和に資する評価手法開発
・世界初“エネファーム”として

発売

・CO2ヒートポンプの基本概念を発見
・寒冷地、再加熱等、装置スペック

に大きく貢献

【廃棄物発電】 【エコセメント】 【移動用電源】

発売 に大きく貢献

・廃棄物の急増、廃棄物処分場の不足
・基盤技術(耐腐食性材料、ヒーターの高温化)

から、実用化、実証

・廃棄物削減、リサイクルの観点
・環境JIS(JISR5214) 第1号

・電池劣化機構や安全性のメカニズム
・ハイブリッド自動車用電池の

基本特許 16



家庭用燃料電池家庭用燃料電池
～日本ならではの先端技術で大幅省エネ・マイホーム発電を実現～

技術開発の黎明期から技術開発の黎明期から2020年 国内の市場年 国内の市場

COCO22ヒートポンプ給湯器ヒートポンプ給湯器
～常識を覆す、空気熱を使った湯沸かし器～

国内国内のヒートポンプの普及に向け 小型化のヒートポンプの普及に向け 小型化技術開発の黎明期から技術開発の黎明期から2020年、国内の市場年、国内の市場
創出の障壁を解消する様々な事業を実施！創出の障壁を解消する様々な事業を実施！

息の長い基礎研究から、タイムリーな大規模実証試
験まで継続的に取り組む。

国内国内のヒ トポンプの普及に向け、小型化のヒ トポンプの普及に向け、小型化、、
低コスト化、信頼性向上に低コスト化、信頼性向上に大きく寄与大きく寄与！！

フロン全廃が決まりCO2を利用したヒートポンプサイ
クルを考案したことがスタート。験まで継続的に取り組む。

規制緩和・国際標準を推進し、世界で初めて家庭用
燃料電池を創出！

クルを考案したことがスタ ト。
家庭用給湯器として、冷地対応、コンパクト、省ス
ペース、高効率を目指した多岐に亘る実用化を加速！

100

120

140

160

今後の大幅
普及拡大

0

20

40

60

80

100

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

普及拡大

★★NEDONEDOインサイド「燃料電池」インサイド「燃料電池」 ここがすごい！ここがすごい！

・開発当初はkW当たりのコストは1億円程度。

電極や電解液の改良により発電効率の向上、周辺機器の

★★NEDONEDOインサイド「ヒートポンプ給湯器」インサイド「ヒートポンプ給湯器」 ここがすごい！ここがすごい！

・夏場の電力のピークカットのため、夜間電力を利用したヒー

トポンプや蓄熱技術を開発 世界トップレベルの技術を確立
低価格化により、200万円まで低価格化。

・実証試験（延べ3,307台）により、故障原因及び信頼性を

網羅的に把握して対策。市場導入に向けた開発

トポンプや蓄熱技術を開発。世界トップレベルの技術を確立

・自動車のエジェクターを転用して、実用化を実現

・2020年までに1000万台の導入を目指す！ オール電化が

後押しに！

国内で国内で44万台が稼働中！万台が稼働中！ 国内で国内で400400万台が稼働中！万台が稼働中！国内で国内で44万台が稼働中！万台が稼働中！ 国内で国内で400400万台が稼働中！万台が稼働中！

イノベー
ション

17萬木等：研究・技術計画学会(2013年11月 政策大学院大学



リサイクル技術に関する社会システムへの貢献リサイクル技術に関する社会システムへの貢献

波及効果/
派生効果

社会的効果 広がり 技術的効果 広がり

３Ｒ技術の一部は、
技術開発には成功
したものの、・

啓蒙活動が活発に
行われ、LCA等・

技術と、関連法規
制等の制度が・・

リサイクル技術の
高度化により、・

処分場逼迫を背景
に開発された・・

研究開発の成果＝社会的要請への対応

廃棄物関連産業の市場拡大有害物質対策の高度化
リサイクル率の向上と

リサイクル関連法施行の実現 環境配慮型ものづくり

社会的効果の広がり 技術的効果の広がり

最終処分量削減

資源
エネルギー

アルミ
ウム鉄

プラス
チック

木材 紙 ガラス【３Ｒ技術発展の特性】

社会的要請に基づいて、研
究開発課題が設定される。

技術開発の進展（NEDOによる技術開発）

プラスチックとガラスの同

時処理による塩素の無害
化技術

リサイクル性の高い鋼板の技術開発

・1μmレベルの微細粒鋼板の開発

資源

アルミニウムリサイクルの基盤技術
の開発

・アルミニウムスクラップに含まれる
Si ‐Fe、Znの除去

ニウム鉄チック

廃棄物を原料として利

用したセメント（エコセメ
ント）の開発

生分解性プラスチックの技術開発

リサイクル処理の際に生じる、シュレッダーダス
トの無害化・有価金属回収に係る技術開発

ウム サイク 高度化 関する技術鉄リサイクルに係る基盤技術の開発

多様なプラスチックリサイクル技術の開発

・高炉原料化における、塩化水素対策技術の確立
・プラスチックガス化における、加圧二段ガス化法（EUP
法）の開発
・塩ビ混入廃プラのガス化

廃ガラスの高度利用システム（分別
技術～用途開発）の構築

リサイクルに適さない雑誌古
紙の再生技術
・発泡成形体の開発

・最終処分場向け覆土代替、土壌
流出防止工法

古紙を主体とするRPFに関する

技術開発高分子技術発展
の活用（図●参
照）

燃焼技術発展の活
用（図●参照）

鉄鋼の製造プロセスにおける要素技術を

対象としており、我国鉄鋼鉱業の国際競
争力向上に貢献

塩化ビニル処理におけるダイオキシン

生成の抑制に寄与

究開発課題が設定される。
研究開発内容は、他用途の
既存技術の転用可能性検討、
３Ｒ用途に向けた最適化改
良が中心となり、試行錯誤
の末、経済性・原料確保等
の観点から技術の取捨選択
が行われる。また、開発成
果を踏まえて、実現可能な
社会システムが構築される

食品

古紙
繊維缶・ビン

自動車部品からの希少金属
回収技術の開発

・排ガス触媒や駆動用モー

ターから、パラジウム等のレア
メタルを回収する技術

廃家電部品からの鉄・非鉄金

家電リサイクルプラントの安
全設計

エアコンに含まれるフロンに関する
処理対策技術の開発
・断熱材（ウレタン）の効率的な回収

携帯電話やパソコンからのレア

トの無害化 有価金属回収に係る技術開発

・プラスチック等の有機廃棄物を鉄スクラップの
熱源・還元剤として利用する技術
・金属鉄の効率的な回収

アルミニウムリサイクルの高度化に関する技術
開発
・アルミニウム再生材中の鉄の無害化技術

・自動車アルミ化のLCAの評価を実施

鉄リサイクルに係る基盤技術の開発

・鉄スクラップに含まれる銅、スズの分離
技術

・効率的な鉄溶解技術

容器包装計プラスチックから塩化ビニ
ルを選別する技術の開発

使用済み自動車や家電由

来の、低品位スクラップを用
いたアルミニウムリサイクル
技術の開発

余剰古紙を用いた、

高強度再生パネル
の技術開発

低品位鉄系スクラップを利用するため
の技術開発
・トランプエレメント除去技術

廃家電プラスチックの高度分別技術

・ポリプロピレンの回収純度を高める
技術

日本のリサイクル技術を用い

た、中国における自動車リサ
イクルの実証試験

循環型ＰＥＴボトルリサイクル技術
ダイオキシン類の発生抑制（排ガ

ス基準値以下）、省エネルギー化
（従来技術の約2/3）の実現

自動車の軽量化技術

の進歩に寄与

リサイクル原料として、従来使用でき

なかったような低品位の市中スクラッ
プが使用可能に

金属の濃度に合わせて、高効

率に貴金属の分離回収ができ
る可能性を見出した

社会システムが構築される。

社会的要請

プロジェクトA プロジェクトB プロジェクトC ・・・・

社会システムの提案

廃棄物
家電自動車

古紙
繊維缶・ビン

建築

LCAデータベースの構築

建築廃材を利

用した木質ボー
ドの製造技術開
発

廃家電部品からの鉄 非鉄金
属の回収技術の開発

・モーターやコンプレッサーか

ら、銅やアルミニウム、鉄を回
収する技術

携帯電話や ソ ンからのレア
メタル回収技術の開発

・リチウムイオン電池やモーター、

ハードディスクからレアメタルを
回収する技術

製品

インタープリター
BY NEDO

環境関連

社会的
要請

環境関連
法規制

廃棄物、リサ
イクル、・・多く
の法律が成立

廃棄物処理問題
家庭ごみを中心とした一般廃棄物は、

平成9年度には全国で1年間に5120万
㌧が排出されていた。・・・課題であった。

有害物質対策
1970年代の終わり頃から観測され始めた

オゾンホールは、人間が人工的に創りだした
フロンが原因であることが判明した。

廃棄物産業
廃棄物処理法に基づき、適正処理・リ

サイクルが進められてきた。また、処理
費用の負担軽減、不法投棄も増加した。

18



★★PJPJの「の「NEDONEDOインサイド」をインサイド」をHPHP上に掲載！上に掲載！

①
②②

③

http://www.nedo.go.jp/nedo_inside.html 19



http://www.nedo.go.jp/activities/introduction.html

★追跡調査終了直後の姿「短期的アウトカム」を掲載！★追跡調査終了直後の姿「短期的アウトカム」を掲載！

http://www.nedo.go.jp/activities/introduction.html

①事業一覧
②

④太陽光発電の例

⑤③： ⑤③：
上市・製品化
事例一覧表

⑤
⑤

③ ⑤成果概要、派生効果実
用化ドキュメント等 20



追跡調査で把握した上市事例（NEDOプロジェクトの貢献した製品やプロセス）を取材し

★研究者の苦労話「実用化ドキュメント」を連載！★研究者の苦労話「実用化ドキュメント」を連載！

追跡調査で把握した上市事例（NEDOプロジェクトの貢献した製品やプロセス）を取材し、
開発エピソードやNEDOの果たした役割を一般の人たちにも分かりやすい形で連載！

平成24年度分は、掲載中。平成25年度掲載分は、現在、取材中

テーマ名テーマ名

実用化ドキュメント冊子版

H25H25年度テーマ年度テーマ一覧

テ マ名テ マ名

1 次世代低公害車

2 福祉用移乗器

3 ガラス研磨用パッド

4 ダイヤモンド超硬工具

5 工場間の熱エネルギー最適化

6 小型オンサイト水素製造装置

7 石炭ガス化発電プラント

8 ＲＰＦ製造装置

9 標準メートル素子

10 レーザー発信素子

11 除湿型空気冷凍システム

12 バイオマス発電システム

13 可視光応答型光触媒13 可視光応答型光触媒

14 ガスエンジンコジェネシステム

15 MEMSチップ
シリーズ1(H20）：9件、 シリーズ2（H21）：10件、 シリーズ3（H22)：14件、
シリーズ4(H23）：13件、 シリーズ5(H24)：15件、シリーズ6(H25)：15件(予定) 21



★まとめと今後の予定★★まとめと今後の予定★

１ 追跡アンケ ト１ 追跡アンケ ト１．追跡アンケート：１．追跡アンケート：
追跡アンケートにより、プロジェクト期間中におけるマネジメントのマネジメントの

状況 実現できたメリット 満足度状況 実現できたメリット 満足度に関する分析を行った また 回状況、実現できたメリット、満足度状況、実現できたメリット、満足度に関する分析を行った。また、回
帰分析などにより、成功事例に関する新たな要因を抽出できた。

今後は、詳細アンケートや個別ヒアリング個別ヒアリング((石炭、水素、ロボット等石炭、水素、ロボット等))を通今後は、詳細アンケ トや個別ヒアリング個別ヒアリング((石炭、水素、 ボット等石炭、水素、 ボット等))を通
じて、アンケートでは見出せない成功要因、失敗要因アンケートでは見出せない成功要因、失敗要因について、詳
細な調査、考察を行い、マネジメントへの教訓を把握する。

２．波及効果分析：２．波及効果分析：
「NEDOインサイド」については、100製品に拡大するとともに、、 「「

リサイクル技術」リサイクル技術」を事例に、社会システムの中に取り込まれる要因社会システムの中に取り込まれる要因
分析分析を行う。また、直接的な売上だけでは評価できない観点につ
いても継続的に調査するいても継続的に調査する。

３．３．NEDONEDO内での活動：内での活動：
継続的に、新たな知見を、NEDO内にフィードバック(マネジメント研修

、新人研修等)することで、マネジメントの向上に活用する。 22


